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私たちの下之郷 
令和５年度区・農業組合役員選挙／きらり下之郷通常総会 

令和５年度下之郷老人クラブ役員選挙 

１ 

集落運営体制の現状診断（東京農工大分析結果報告） ４ 

健康コラム／今月のクイズコーナー／懐かしの風景 64 ５ 

成人式／勧学祭 ２ 

今年も神楽がやってきた ３ 
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（２／５ 神楽） 

＝自然を愛し 人を愛する 

  豊かな心を 育てよう＝ 



    

今
年
度
末
で
任
期
を
終
え
る
区
・

農
業
組
合
評
議
員
の
改
選
及
び
、

令
和
５
年
度
の
区
・
農
業
役
員
の
選

挙
が
行
わ
れ
、次
の
方
々
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。 

 

年
々
課
題
が
重
く
な
る
中
、
重
責

を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 【
令
和
５
年
度
区
関
係
役
員
】 

 

区
長 

 

 

藤
堂 

悦
雄 

 

副
区
長 

 

辻 
 

幸
男 

 
分
館
長 

 

辻 
 

啓
司 

 

副
分
館
長 

 

古
川 

光
彦 

  

区
評
議
員 

  

上
野 

正
人 

 

柴
崎 

昌
敬 

 
 

 

松
宮 

勲 
 
 

 

古
川 

洋 

 

辻 
 

幸
男 

 

辻 
 

忠
弘 

 

神
辺 

功 
 

 

安
澤 

浩
武 

 

西
澤 

正 

 
 

 

 

【
令
和
５
年
度
農
業
関
係
役
員
】 

 

農
業
組
合
長 

 

宿
谷 

安
弘 

 

副
農
業
組
合
長 

 

上
野 

忠
信 

  

農
業 

評
議
員 

  

宿
谷 

安
弘 

藤
居 

清
一 

 

 

古
川
九
二
男 

古
川 

哲 

 

上
野 

昭
彦 

古
川 

光
彦 

 

上
野 

忠
信 

辻 
 

博
士 

 

辻 
 

智
昭 

 
 

  

３
月
２
日(

木)

、
令
和
５
年
度

の
下
之
郷
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
選
挙

が
行
わ
れ
、
会
員
に
よ
る
投
票
の

結
果
、
次
の
方
々
が
新
役
員
に
就

任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

  

会
長 

 
 

 

上
野 

正
美 

 

副
会
長 

 
 

二
階
堂
正
雄 

 

会
計 

 
 

 

阪
東
佐
智
男 

 

女
性
部
長 

 

辻 
 

正
子 

 

女
性
副
部
長 

西
堀
佐
喜
子 
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２
月
23

日(

木)

、
農
事
組
合

法
人
き
ら
り
下
之
郷
法
人
お
よ

び
下
之
郷
営
農
組
合
の
通
常
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
総
会
に
お
い
て
、
理
事

の
改
選
が
行
わ
れ
、組
織
体
制
が

新
理
事
に
移
行
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

【
退
任
】 

代
表
理
事 

阪
東 

隆 

専
務
理
事 

阪
東 

力 

理
事 

 
 
 

阪
東 

猶
真 

 【
新
体
制
】  

代
表
理
事 

阪
東
佐
智
男 

専
務
理
事 

松
宮 

利
治 

会
計
理
事 

藤
居 

吉
也 

理
事 

 
 
 

 

上
野 

昭
彦 

上
野 

清
治 

 

上
野 

芳
樹 

宿
谷 

安
弘 

 

川
並 

重
一 

西
堀 

與
一 

 

藤
居 

清
一 

古
川 

悟 

監
事 

 

上
野 

安
徳 

阪
東 

力 
 

 

顧
問 

阪
東 

隆 

第
12
期
農
事
組
合
法
人
き
ら
り 

下
之
郷
・
下
之
郷
営
農
組
合 

 
 

通
常
総
会 



 
 

 

 

    

１
月
９
日
、甲
良
町
公
民
館

に
て
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
、
当
区
で
、
め
で
た
く

二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
々

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

先
行
き
不
透
明
な
社
会
情

勢
の
中
、こ
れ
か
ら
の
日
本
を

担
っ
て
い
く
若
者
た
ち
に
幸

多
か
れ
と
祈
り
ま
す
。 
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上
野 

杏
月 

(

仁) 

 

上
野 

透
吾 

(

忠
信) 

 

川
並 

大
耀 

(

雅
彦) 

 

川
並 

大
翔 

(

進) 

 

阪
東 

侑
奈 

(

大
祐)  

 
 
 
 
 

 

  

 

 
３
月
５
日（
日
）、桂
城
神
社
に
お
い

て
勧
学
祭
が
行
わ
れ
、４
月
か
ら
甲
良

西
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
ど
も
た
ち

が
親
子
で
参
拝
し
ま
し
た
。 

 

健
や
か
に
、
真
っ
直
ぐ
育
っ
て
く
れ
る

よ
う
、宮
司
様
が
祝
詞
奏
上
さ
れ
た

後
、
一
人
ひ
と
り
が
玉
串
奉
奠
を
し
ま

し
た
。 

 

年
々
少
子
化
傾
向
に
な
る
中
、今
年

度
入
学
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、５
人
も

い
て
く
れ
、頼
も
し
い
限
り
で
す
。 

【
新
一
年
生
の
子
ど
も
た
ち
】 

上
野 

翔
真

し
ょ
う
ま 

（
保
・
弘 

世
・
悟
） 

   
 

 

「
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。
」 

上
野 

清し
ん 

（
保
・
清
一
郎 

世
・
清
治
） 

    

「
勉
強
と
サ
ッ
カ
ー
を
が
ん
ば
り
ま 

 

す
。
」 

辻 

か
お
る 

（
保
・
学 

世
・
利
郎
） 

    

「
算
数
の
勉
強
を
が
ん
ば
り
ま
す
。
」 

安
澤 

希
音

の

の

（
保
・
成
善 

世
・
貞
次
） 

    

「
算
数
の
勉
強
を
が
ん
ば
り
ま
す
。
」 

辻 

悠は
る 

（
保
・
優 

世
・
孫
太
郎
） 

    

「
サ
ッ
カ
ー
を
が
ん
ば
り
ま
す
。
」 

  
 
 
 

＊
保
・
＝
保
護
者 

世
・
＝
世
帯
主 
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２
月
５
日(

日)

、恒
例
の
渋
谷
章
社
中
の
神
楽
が
当
区
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
午
後
は
雨
も
上
が
り
、
暖
か
な
春
の
日
ざ
し
の
も
と
、
総
回

し
が
区
駐
車
場
で
行
わ
れ
、た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

昔
は
１
月
15

日
が
「
神
楽
正
月
」
で
し
た
。
早
朝
か

ら
神
楽
が
家
々
を
回
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
後
を
つ

い
て
回
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
午
後
か
ら
は
桂
城
神
社
の

境
内
で
「
総
回
し
」
が
行
わ
れ
、
村
中
の
人
々
が
集
ま
っ

て
見
物
し
た
も
の
で
し
た
。 

 
 

「
昭
和
三
十
年
代
湖
国
暮
ら
し
の
表
情
」 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

《
浅
岡
利
三
郎
写
真
集
よ
り
》 

 

５
日
早
朝
７
時
に
桂
城
神
社
で
奉
納
舞
の
あ
と
、一
軒
々
々
お
祓
い

に
回
る
門
付
け
は
、６
日
ま
で
二
日
が
か
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 
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10

年
後
に
は
、
村

と
し
て
の
機
能
を
担

う
べ
き
世
代
が
極
端

に
少
な
く
、現
行
の
各

種
組
織
は
こ
の
ま
ま

で
は
維
持
不
可
能
に

な
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。 

 

若
い
女
性
の
激
減

は
、こ
の
大
き
な
村
の

中
が
全
く
子
ど
も
の

い
な
い
老
人
ば
か
り

の
村
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。  

 
加
え
て
、コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、こ
れ
ま
で
維

持
し
て
き
た
区
民
を

つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
そ
の
も
の
が
崩
壊

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。  

 

そ
う
い
う
危
機
的

な
状
況
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
農
工
大
の

報
告
は
可
視
化
し
て

示

し
て
く
れ

ま
し

た
。 

 

提
言
さ
れ
た
の
は
、 

「
世
代
間
を
つ
な
ぐ

話
し
合
い
の
場
」
を
つ

く
る
こ
と
。 

 

村
を
受
け
継
ぐ
次

世
代
の
者
を
交
え
、

「
こ
の
現
状
で
出
来
る

こ
と
は
何
か
」
を
本

音
で
出
し
合
う
場
が

必
須
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
隣
の
法
養
寺
で

は
、
す
で
に
、次
世
代

を
交
え
て
、
区
の
行
事

の
見
直
し
を
進
め
て

い
る
そ
う
で
す
。 

 

今
後
も
、
必
要
に
応

じ
て
農
工
大
か
ら
情

報
提
供
は
い
た
だ
け

る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

ぜ
ひ
、今
回
の
報
告

会
を
契
機
に
、
10

年

後
を
見
据
え
た
議
論

を
具
体
化
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。 

令
和
２
～
３
年
度
の
２
年
間
、東
京
農
工
大
農
村
地
域
計
画
学
研
究
室
の

学
生
が
下
之
郷
区
の
現
地
調
査
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
調
査
に
基
づ
く
分

析
結
果
報
告
の
会
が
、３
月
３
日（
金
）農
事
集
会
所
に
て
開
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 
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マ
ス
ク
無
し
で
卒
業
式
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
等
、
よ
う
や

く
コ
ロ
ナ
騒
動
も
鎮
静
化
し
て
き
ま
し
た
。
空
白
の
３
年
間
で

失
っ
た
も
の
は
大
き
い
で
す
が
、
新
し
い
日
常
を 

区
民
の
知
恵
を
集
め
て
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

複雑・雑木・雑貨・粗雑で「雑」 

下之郷に水道ができたのは③

の戦後のことでした。 

6４ 
 
 

丁 

急

成 

 
 

洒 

 
 

    
□
に
入
る
漢
字
は
何
？ 

 古川 きさ さん  

 阪東志奈子 さん 

 木村  和 さん  

江
戸
時
代
、下
之
郷
の
戸
数
は 

何
軒
ぐ
ら
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？ 

「下之郷検定㉜」 

 
  

①
約
１
５
０
戸 

 

②
約
２
０
０
戸 

 

③
約
２
５
０
戸 

 今からちょうど５０年前、昭和48年撮影の航空写真を紹介します。 

 まだ圃場整備が行われていない時の下之郷および近隣の様子です。御旅所や

北池の古い姿が写っています。中学校から南に延びる高野道もそのままです。

どこがどう変わったでしょうか？探してみてください。 

   
 

花
粉
症
は
、花
粉

が
原
因
で
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
が
生
じ
る
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
で

す
。 

 
本
来
、花
粉
は
害
の
あ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、体
が
花
粉

を
「
排
除
す
べ
き
異
物
」

と
認
識
し
て
し
ま
う
と
、

花
粉
に
対
す
る
抗
体
が

作
ら
れ
、異
物
で
あ
る
花

粉
を
排
除
し
よ
う
と
し

て
く
し
ゃ
み
、鼻
水
、鼻

づ
ま
り
、目
の
か
ゆ
み
と

い
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

が
生
じ
る
の
で
す
。  

 

花
粉
症
と
風
邪
の
主
な

違
い
と
し
て
、
上
表
の
よ

う
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

 

日
常
の
花
粉
症
対
策 

◎
マ
ス
ク 

 

吸
い
込
む
花
粉
を
お
よ
そ
３
分
の
１
か
ら 

 

６
分
の
１
に
減
ら
す
の
で
効
果
が
期
待
で 

 

き
る
。 

◎
う
が
い 

 

う
が
い
は
、の
ど
に
流
れ
た
花
粉
を
除
去
す 

 

る
の
に
効
果
が
あ
る
。 

◎
洗
顔 

 

花
粉
が
人
間
に
付
着
し
や
す
い
の
は
頭
と 

 

顔
。
帰
っ
て
き
た
ら
洗
顔
し
て
花
粉
を
落
と 

 

す
と
良
い
。 

◎
洋
服 

 
表
面
が
す
べ
す
べ
し
た
綿
か
ポ
リ
エ
ス
テ
ル 

 
な
ど
の
化
学
繊
維
の
も
の
に
は
花
粉
が
付
着 

 

し
に
く
い
。 

◎
め
が
ね 

 

目
に
入
る
花
粉
を
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１ 

 

 

ま
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。 

◎
そ
の
他 

 

頭
の
花
粉
は
、帽
子
な
ど
で
避
け
る
こ
と
が 

 

可
能
。 

 


